唯物論研究協会　設立30周年記念出版

哲学から未来をひらく

　
唯物論研究協会設立30周年にあわせた、待望の、唯物論研究協会の編集する企画出版！

　　「今回、創立30周年を記念して、これまでの成果を受け継ぎつつ、この閉塞の時代を未来へとひらく課題に向けて本シリーズを出版した。本シリーズが、未来への岐路を見きわめ、時代のオルタナティブを真摯に志向する人びとの哲学として、多くの読者にむかえられ、新たな共同の営みのきっかけとなることを願う」（巻頭　刊行にあたってのことばより）

　つねに時代の一歩先を見据え、総合的な知の結晶化に取り組みつづけた、唯物論研究協会の英知が新たにつむぐ、きたる時代のオルタナティブ。ぜひ、扉を開いてみませんか。


○お問い合わせ先●
　◆株式会社 青木書店　〒101-0051　千代田区神田神保町1丁目60番地

　　　　　　                 　Tel. 03-3219-2341  Fax. 03-3219-2585
◆唯物論研究協会事務局　
　　〒062-8605　札幌市豊平区旭町　北海学園大学経済学部　水野邦彦研究室内
　　　　　　　Tel. 011-841-1161（内線）2305〔水野研究室〕
E-mail　 yuiken2010@yahoo.co.jp
◆哲学から未来をひらく　第2巻（2009年7月発刊）

生きる意味と生活を問い直す――非暴力を生きる哲学





◆哲学から未来をひらく　第3巻（2009年8月発刊）

共生と共同、連帯の未来―21世紀に託された思想

第1部 暴力の空間を超える


第1章　暴力を克服する「政治」的経験について（佐藤和夫）


　第2章　子どもへの性暴力はなぜ教育問題にならないのか（片岡洋子）


　第3章　無期限勾留という暴力――グアンタナモと統治性の現在


（大河内泰樹）


　第4章　戦後日本の〈沖縄体験〉（小屋敷琢己）


第2部 現実批判の核心


第5章　現代における市場批判と搾取批判――福祉国家とマルクス


（後藤道夫）


　第6章　ラディカル・デモクラシーとマルクス（明石英人）


　第７章　松田道雄における市民主義の思想的経験（和田　悠）


第3部 生活世界からの文化形成


第8章　おとなへの“わたり”の個人化


――英国における若年支援政策をめぐって（平塚眞樹）


　第9章　俺たち、どこにもいられない――若者文化と社会的排除（高山智樹）


第10章　市民的自立の学校――関係性の再構築（折出健二）


　第11章　生活世界の袋小路を抜けるために（豊泉周治）





第1部 共生・共同・連帯の哲学


　 第1章　差別・抑圧のない共同性へ向けて――共生型共同社会の構築と連関して（尾関周二）


　第2章　共生に関する一つの考察――承認論を軸に（片山善博）


　第3章　ハバーマス「カント永遠平和の理念」批判（平子友長）


第2部　共生・共同・連帯をめぐる20世紀思想の継承


　第4章　社会権的なものの「復興」からコミュニズムへ――現代コミュニズム論の端緒（竹内章郎）


　第5章　福祉国家の思想――近代主義批判と社会的自由主義（吉崎祥司）


　第6章　環境問題と格差社会（戸田　清）


　第7章　人間の自然的性差と男女の共生（武田一博）


　第8章　性の共同性原理の構築のために


――リプロダクティブ・ヘルス/ライツ概念を手がかりに（浅野富美枝）


第3部 共生・共同・連帯の政治経済


　 第9章　相互浸透の場としてのバイオリージョンと共進化論的社会像（市原あかね）


　第10章　社会関係資本と政治文化――福祉国家型共同性をめぐって（小池直人）


　 第11章　グローバル化における沈黙――変革主体陶冶としての世界社会フォーラム（大屋定晴）


　 第12章　東アジアにおける連帯の思想（水野邦彦）





◆哲学から未来をひらく　第1巻（近日発刊予定）


日本の社会的・文化的変容――30年間の変化の根源へ


第1部　生まれ・育て・看取りの変容――生のかたち


第1章　〈薄い生〉の現在――大衆的生の変容と夢みる権利（中西新太郎）


第2章　生命をつなぐ・つむぐ――〈生命継承性〉とその課題（池谷壽夫）


　　第3章　「家族」の未来のかたち――結婚・出産・看取りの人類学的展望（森下直貴）


　　第4章　人類進化における子育て戦略ノート（柴田　章）


第2部　聞き取り・読み書き・つながりの歴史――コミュニケーション


　　第5章　言語起源論の現在――進化論的シナリオを一八世紀の光に照らしつつ（古茂田宏）


　　第6章　価値交換としての言語コミュニケーション（石井正人）


　　第7章　メディアとコミュニケーションの現在（斉藤吉広）


第3部　求め・働き・集うひとびと――公共性と親密圏


　　第8章　「次はもう選ばれないかもしれない」という恐怖


――人間関係の再帰化と公私の変容（鈴木宗徳）


　　第9章　社会的身体性と想像力（清　眞人）


　　第10章　《いたみ》の思想――《ポスト形而上学》の時代の唯物論（三崎和志）


　　第11章　古代・中世・近代を貫く公共性の変容――アーレントの視点で（小山花子）


公共性の変容――アーレントの視点で


　　


　　第11章　古代・中世・近代を貫く公共性の変容――アーレントの視点で（小山花子）











